
  

 

  

 

 

 

 

あっぱれ！合唱コンクール 
 １０月１８日（金）最後の合唱コンクールが行われました。３

年生のみなさん、ここまでの日々はどうでしたか。 

 約１か月間、自分にできる形で、合唱コンクール当日に向けて

頑張ってきたことと思います。 

 フロアに響く歌声や、仲間の歌声に感動する姿、応援し合う

様子や、よりよいものを目指して本気になる表情。当日が近付

くにつれて熱を帯びていきました。 

 本番、みなさんがたどり着いたステージはどんな場所でした

か。「晴れやか」な気持ちで、舞台に立てたでしょうか。私は、

審査員席で見ていましたが、みなさんの姿が愛おしく、感極ま

るものがありました。こんなにも、「審査員」という役が嫌にな

ったことはありません。審査員席からでも、みんなの緊張が伝

わってきたし、指先や身体が震えていることが見えました。歌

う直前、指揮者が、伴奏者やクラスのみんなとアイコンタクトを

とっていることが分かりました。この場所に立つまでに、どれほ

どの努力をして、どれほどの覚悟をしてきたのかと思うと、こみ

上げるものがありました。 

 

 コンクールという以上、「賞」はつきます。もちろん、そ

の賞には大きな価値があり、自分たちにとっての勲章とな

るでしょう。一方で、自分たちの合唱がどうだったのか、

また、合唱への過程がどうだったのか、それは自分たち自

身がいちばん分かることです。 

 合唱コンクールが終わっても、まだまだ、クラスとして

の日々は続きます。…とは言うものの、登校日は残り７０

日程度です。私は愕然とします。もうすぐ、みんなが北中

学校から巣立ってしまう。各学級の国語の授業で、合唱コ

ンクールを終えて感じたことを直接伝えました。その中で

も伝えた学級もありますが、卒業まで、ものすごく頑張っ

たからといって、賞がいただけるわけではありません。で

も、北中学校を巣立つ者として、自分たちが目指すべき姿

に向かって、頑張り続けてほしいと思うのです。 

  

 

 

後期が始まり、リーダー会が最後の半年をどんな日々にする

のか、今、話し合っています。私は、「あっぱれ！」という学年

訓をつけたとき、「卒業の日、『あっぱれ！』と最高の賛辞で送

っていただけるような、そんな３年生であってほしい」という

願いをこめました。 

 合唱コンクールは終わりました、さあ、またここからです。 
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《１１月 ５日（火）～１１月２９日（金）の予定》 

※ 〇の番号は、校時（〇限目）を示します。 

日 曜 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 備  考  最終下校時刻 

５ 火 ５ ６ ７ ８ ９ １０ 教育相談週間（～１３日） 16:15 

６ 水 １１ １２ １３ １４ １５ １６  16:15 

７ 木 １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ 後期中間テスト週間（～18 日） 15:55 

８ 金 ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８  16:15 

９ 土  

10 日 メディアバランスＤＡＹ レジリエンスＷｅｅｋ 

１１ 月 １ ２ ３ ４ 学活   14:55 

１２ 火 ５ ６ ７ ８ ９ １０  16:15 

１３ 水 １１ １２ １３ １４ １５ １６  16:15 

１４ 木 社会 国語 美術 学活   後期中間テスト 13:50 

１５ 金 理科 音楽 技家 学活   後期中間テスト 13:50 

１６ 土 夢の作品展 

１７ 日 夢の作品展 

１８ 月 英語 数学 保体 学活    13:50 

１９ 火 ５ ６ ７ ８ ９ １０ 食育の日 16:15 

２０ 水 １１ １２ １３ １４ １５ １６ 幼稚園訪問：３組 16:15 

２１ 木 １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ 体育委員会主催企画 15:55 

２２ 金 県民の日学校ホリデー 

２３ 土 勤労感謝の日 

２４ 日  

２５ 月 １ ２ ３ ４ 委員会  幼稚園訪問：１組 14:55 

２６ 火 ２２ ２１ ２０    三者懇談会 13:25 

２７ 水 ２８ ２７ ２６    
三者懇談会 
幼稚園訪問：４組 

13:25 

２８ 木 １７ １８ １９    三者懇談会 13:25 

２９ 金 ２３ ２４ ２５    三者懇談会 13:25 

３０ 土  

《今後の主な予定》  

・ １２月 ４日（水）市民交流活動 
・ １２月 ６日（金）租税教室 
・ １２月１２日（木）学習診断テスト 
・ １２月２３日（月）冬休み前集会 
・  １月 ７日（火）冬休み後集会、競書会 三者懇談会（～９日）※公立高校受検者のみ 


